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京都ＳＫＹ大学同窓研修会の会員の皆様には、平素から、会の運営

や活動に多くのご支援・ご協力を賜り、役員一同、心よりお礼を申し

上げます。

去る４月21日に開催致しました令和５年度通常総会には、多くの皆様にご出席を頂き、全議

案につきご賛同、ご承認を賜り、滞りなく終了することが出来ました。本当にありがとうござ

いました。厚くお礼を申し上げます。

当日の総会におきまして、昨年度に引き続き会長を担当させて頂くことになりました。甚

だ微力ではございますが、精一杯の努力を致す積りでございます。３人の新理事を含む役員の

方々と力を合わせて、当会の発展に尽力致しますので、温かいご支援・ご協力を賜りますよう、

心よりお願い申し上げます。

今更申し上げるまでもなく、本会は会員皆様方の自主活動を通じて、教養を身につけ、相

互の親睦を図り、生きがいと健康作りをもって、生涯学習に励むことを目的に設立されていま

す。この目的のため、今年度も様々な事業を実施して参ります。京都ＳＫＹシニア大学への運

営員派遣、研修講座、研修旅行、健康福祉活動、地域美化活動等の実施、会報「ざんぐり」の

発行等が中心の事業となります。また、「京都見聞コース」の企画・運営も大きな柱の一つです。

これらの事業活動をより充実したものにするには、会員皆様方のご支援・ご協力がとても大切

です。是非とも積極的なご意見をお聞かせ頂きますよう、重ねてお願い申し上げます。

先の総会では、今年度の事業計画、業務計画、収支予算をご承認して頂きました。新型コ

ロナウイルス禍がほぼ終息した今年度こそは、計画をすべて実現する

様、役員一同、精一杯務めてまいります。

なにとぞ、昨年度にもまして、格別のご指導・ご支援を賜りますよ

うお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさせて頂きます。

　会長就任のご挨拶
 　井　上　昌　幸
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令和５年度　京都ＳＫＹ大学同窓研修会　役員名簿
 （18名　50音順）　
役　職　名 　氏　　　名
会　　　長 井　上　昌　幸
副　会　長 岩　本　照　美　　　事 業 部　　研 修 講 座

木　村　髙　志　　　総 務 部　　健 康 福 祉　
山　本　建　三　　　業 務 部　　地 域 活 動

理　　　事 伊勢田　龍　雄　　　地域活動
伊　藤　　　哲　　　総　　務　　広　　　報
勝　本　　　泉　　　総　　務　　（新任）
金　子　　　功　　　研修講座　　（新任）
菊　地　るみ子　　　研修旅行　　（新任）
小　島　哲　三　　　研修旅行　　会 員 業 務
小　林　静　枝　　　健康福祉　　広　　　報
中　曽　偉　人　　　健康福祉
西　﨑　久美子　　　地域活動　　研 修 旅 行 
西　峯　順　子　　　総　　務　　会 員 業 務
保　知　　　保　　　研修旅行　　会 員 業 務　　
村　田　潤　子　　　会　　計　　研 修 旅 行
吉　田　　　進　　　研修旅行
吉　村　辰　江　　　研修講座　　会 員 業 務

 （３名　50音順）　
監　　　事 関　矢　幸　子　　　（新任）

中　野　京　子
堀　井　信　一

令和５年度　京都ＳＫＹシニア大学　運営員名簿
 （計18名）　

コ ー ス 開 催 日 氏　　　名
歴彩・京 都 学 火・午後 岩　本　照　美　　吉　村　辰　江　　中　曽　偉　人
アクティブシニアライフ 火・午前 木　村　高　志　　金　子　　　功　　菊　地　るみ子
健康・スポーツ 水・午後 勝　本　　　泉　　伊勢田　龍　雄　　伊　藤　　　哲
スマホコニュニティ 火・午後 小　林　静　枝　　小　島　哲　三
京　都　見　聞 水・午後 井　上　昌　幸　　西　峯　順　子　　西　﨑　久美子

村　田　潤　子　　山　本　建　三　　吉　田　　　進
保　知　　　保

自　然　体　験 木・１日 岩　本　照　美　　山　本　建　三
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令和4年度　事業報告
 令和５年４月21日　

部門 事　業　内　容 参加者

研 修 講 座

①令和４年４月22日（金）「京都の地蔵盆」
　（通常総会講演会）　講師：元京都市歴史資料館　宇野　日出夫　氏
　　　　　　　　　　 会場：ハートピア京都３F　大会議室

57名

②京都SKYセンターとの共催講演会　　会場：ロームシアター京都サウスホール
　・令和４年７月25日（月） 
　　大地変動の時代へー生き抜くための地震学　
　　講師:京都大学名誉教授　　鎌田　浩毅　氏

　・令和４年９月12日（月）　　会場：ロームシアター京都サウスホール
　　高齢者とデジタル
　　講師：ITエバンジェリスト　　若宮　正子　氏

　・令和４年11月21日（月）　会場：ロームシアター京都サウスホール
　　京都の凸凹を歩くー高低差に隠された古都の秘密
　　講師：京都高低差崖会崖長　京都ノートルダム女子大学非常勤講師
　　　　　梅林　秀行　氏

　・令和５年１月30日（月）　会場：京都文教大学　同唱館　
　　地域連携が生み出す未来
　　講師：京都文教大学学長　　森　正美　氏

SKY大学
受講生以外
８名

６名

13名

２名

③ミニ講座「秋涼の草花巡り」　　
　日時：令和４年10月28日（月）　会場：京都府立植物園
　講師：京都府立植物園　公認ガイド　　青木　壽子　氏

　ミニ講座「ようこそ動物園へ・・」
　日時：令和４年11月18日（金）　会場：京都市動物園
　講師：京都市動物園　生き物　学び　研究センター長　　田中　正之　氏

同窓研会員
18名

同窓研会員
22名

SKY会員
31名

④こぼれ話　発行　年４回
　６月「東寺　国宝　五重塔の邪鬼」　　　９月「京都・伏見の酒」　
　11月「家を守る　鬼より強い鍾馗さん」　３月「神社仏閣の蟇股とは・・」

研 修 旅 行
（ ３ 回 ／ 年 ）

①令和４年７月11日
　「涼を求めて天空の聖地高野山へ」

②令和４年10月28日　秋季　
　「日本人の心のふるさと明日香村へ」

③令和５年１月19日　　新春初詣　
　「2023年卯年、新年は「恵方」まいり」

46名

49名

40名

健 康 福 祉

①ウォーキング
　・令和４年４月11日（月）　〔春のウォーキング〕
　　「洛西ニュータウンを遡る」

　・令和４年10月24日　〔秋のウォーキング〕
　　「山科川を六地蔵から東野まで遡る」

　・令和５年３月30日　〔春のウォーキング〕
　　「伏見港公園から風情あふれる街並みを巡る」

②目標歩数歩こう会
　・第47回　令和４年４月１日~５月31日迄
　・第48回　令和４年10月１日~11月30日迄

21名

13名

10名

15名
16名

地 域 活 動
（ ２ 回 ／ 年 ）

①令和４年５月13日（金）　「春季地域美化活動」
　京都市山科方面での活動
　　 地下鉄東西線椥辻駅より田村麿公園・勧修寺公園と山科川沿いを勧修寺へ
巡る山科の清掃活動

②令和４年11月25日（金）　「秋季地域美化活動」
　京都市伏見周辺　中書島から伏見港・酒蔵地区での活動
　　 京阪電車中書島駅・三栖閘門・濠川沿いを十石船乗り場・酒蔵を巡る伏見
の清掃活動

20名

18名
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令和４年度　業務報告
令和５年４月21日

業　務　内　容 人　数

大学業務 １．同窓研修会会員対象
　　　　「企画・運営員による企画及び運営」
①京都見聞コース（座学１回、現地研修 19 回）
　・見聞セミナー　「仏像の話」　　小嶋一郎　先生
　・醍醐寺, 三宝院　　　　　・泉涌寺、雲龍院　　　　　・建仁寺
　・智積院　　　　　　　　　・天龍寺　　　　　　　　　・南禅寺　
　・石清水八幡宮　　　　　　・御室仁和寺　　　　　　　・鞍馬寺
　・勝林院、宝泉院　　　　　・妙心寺　　　　　　　　　・平安神宮
　・金戒光明寺　　　　　　　・大徳寺塔頭・大仙院　　　・黄檗山萬福寺
　・バス研修旅行　浄瑠璃寺、岩船寺　
　・和菓子作り体験甘春堂
　・京料理賞味木乃婦　Ⓐ、Ⓑ班
　・コース会　聖護院御殿荘
②見聞コース収支（令和４年度分）　　　（単位：円）

企画・運営員
　　　　７名

令和４年度修了者
　　　　81 名

収入 支出

ＳＫＹセンター支給運営資金 2,214,000
研修参加費　（京料理賞味） 270,000
　　　　　　（バス研修） 240,000
　　　　　　（和菓子作り） 47,000
　　　　　　（コース会） 185,000
預金利息 13

研修費 2,590,340
事務用品 8,708
資料コピー代 25,333
資料郵送代 21,826
受講生保険料 0
人件費 314,330
振込手数料 660

合　　計 2,956,013

総合計 2,956,013

合　　計 2,961,197
損失 -5,184
総合計 2,956,013

余剰金
前年度繰越余剰金 632,460
本年度余剰金 -5,184
次年度繰越余剰金 627,276

２．一般対象
　　　「運営員による、運営協力」
　　　　①歴彩・京都学コース
　　　　②体験・地域活動コース
　　　　③スマホマイスターコース
　　　　④健康・スポーツコース

運営員　10 名
令和４年度修了者
　①　178 名
　②　 29 名
　③　 81 名
　④　 50 名
　合計338 名

会員業務 １．会員募集
２．会員の入会・退会管理、会員名簿の作成・管理
３．会員宛通達文書・連絡文書の発送

令和４年度末現在
　　　340 名

　　　　　　＊受講生保険料は今期より事故発生の場合はSKYセンターの保険で対応
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令和４年度　収支決算報告書
 自　令和４年４月１日
 至　令和５年３月31日

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　　目
予算額
（Ａ）

実績額
（Ｂ）

対予算残
（Ａ－Ｂ）

摘　　　要

会 費 収 入 660,000 680,000 -20,000 会費　一人2,000円　
事業負担金収入 2,400,000 1,541,000 859,000 バス見学研修旅参加費　３回
雑 収 入 0 6 -6 普通預金利息
前年度繰越金 367,403 367,403 0

収 入 合 計 3,427,403 2,588,409 838,994

〈支出の部〉

科　　　目
予算額
（Ａ）

実績額
（Ｂ）

対予算残
（Ａ－Ｂ）

摘　　　要

事 業 費 2,680,000 1,561,480 1,118,520
バス見学研修費 2,400,000 1,343,248 1,056,752 バス研修旅行費用　３回
会 誌 発 行 費 150,000 163,680 -13,680 会誌「ざんぐり」発行費用　４回
歩 こ う 会 経 費 30,000 12,387 17,613 団体活動経費　３回
地域美化活動費 30,000 17,905 12,095 地域美化活動経費　２回
講 演 会 費 50,000 24,260 25,740 セミナー開催経費　
SKYフェスティバル関係費 20,000 0 20,000 SKYフェスティバル出展準備費
会 議 費 170,000 202,030 -32,030
総 会 費 100,000 79,320 20,680 会場費、総会出欠返信用はがき、講師謝礼、
そ の 他 会 議 費 70,000 122,710 -52,710 理事会会議室使用料、福祉行事保険料
管理運営費 290,000 245,750 44,250
通 信 運 搬 費 120,000 88,775 31,225 会誌・行事案内等発送費、郵便代
支 払 手 数 料 50,000 45,565 4,435 郵便振替払込手数料（会費）
消 耗 品 費 40,000 39,930 70 発送用封筒、宛名ラベル、事務用品等
印 刷 費 50,000 65,480 -15,480 印刷機・コピー機使用料
雑 費 10,000 6,000 4,000 会計監査会場費等
予 備 費 20,000 20,000
支 出 合 計 3,140,000 2,009,260 1,130,740

次年度繰越金 287,403 579,149

貸 借 対 照 表
令和５年３月31日　　　　　　

（単位：円）　　　　　　　
借　　　方 貸　　　方

勘　定　科　目 金　額 勘　定　科　目 金　額
普 通 預 金 1,072,571 仮受金（次年度会費等） 506,000
郵 便 貯 金 12,578 積 立 金 0
定 期 預 金 0 繰 越 金 579,149
合　　計 1,085,149 合　　計 1,085,149
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令和５年度　事業計画
 令和５年４月21日　

部　　門 事　業　内　容

研 修 講 座

①令和５年４月21日（金）

　演題：「明治維新・京都の明暗　～廃仏毀釈後の近代化に迫る～」

　講師：ジャーナリスト、嵯峨正覚寺住職　大正大学招聘教授　　鵜飼　秀徳 氏

　会場：ハートピア京都３F　大会議室

②京都SKYセンターとの共催講演会（SKY大学特別講座に参加）

③講演会　ミニ講座予定

　　　令和５年５月26日（金）　植物園講座　　演題　「もっと知りたい植物園」　

　　　　　　　　　　　　　　講師　京都府立植物園技術課長　　平塚　健一　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府立植物園公認ガイド　　　　

　　　　　　　　　　　　　　３月発行の「ざんぐり」で案内書送付

　　　その他　　植物園（10月）　　動物園（11月17日）　実施予定

　　　　　　　　京都市青少年科学センターにて実施予定（９月～10月頃）

④こぼれ話　年４回（６月　　９月　　12月　　３月）発行予定

研 修 旅 行

（ ３ 回 ／ 年 ）

多くの会員の皆さんにご参加いただけるよう、行く先、実施内容等を吟味してそれぞれ提

案させていただきます。

①令和５年５月　　３月発行「ざんぐり」で案内書送付　　

　大阪ガス科学館、堺市方面

②令和５年10月　　９月発行「ざんぐり」で案内書送付

③令和６年１月　（新春初詣）　　

健 康 福 祉

①ウォーキング

　・令和５年６月　〔春のウォーキング〕

　　計画

　・令和５年10月　〔秋のウォーキング〕

　　計画

②目標歩数歩こう会

　・第49回　令和５年４月１日～５月31日迄

　・第50回　令和５年10月１日～11月30日迄

地 域 活 動

（ ２ 回 ／ 年 ）

①令和５年　４月24日（月）　「春季地域美化活動」

　京都市北区船岡山周辺での活動

　　船岡山公園バス停留場より船岡山公園・建勲神社・今宮神社を巡る活動

②令和５年10月または11月　　「秋季地域美化活動」

　活動場所・日程選定中　７月決定予定
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令和５年度　業務計画
令和５年４月21日

部　門 業　務　内　容 人　数

大学業務 １．同窓研修会会員対象
　　　　「企画・運営員による企画及び運営」
①京都見聞コース（座学１回、現地研修 19 回）
　・見聞セミナー　「仏像の話」　　小嶋一郎　先生
　・醍醐寺、三宝院　　　　　・泉涌寺、雲龍院　　　　　・建仁寺
　・智積院　　　　　　　　　・天龍寺　　　　　　　　　・南禅寺
　・石清水八幡宮　　　　　　・御室仁和寺　　　　　　　・鞍馬寺
　・勝林院、実光院　　　　　・知恩院　　　　　　　　　・平安神宮
　・東福寺　　　　　　　　　・大徳寺塔頭・大仙院　　　・黄檗山萬福寺
　・バス研修旅行（京都府南部または北部社寺仏等）
　・京料理賞味木乃婦　　　・和菓子作り体験甘春堂　
　・コース会（聖護院御殿荘）
②見聞コース収支（令和５年度分）　　　（単位：円）

企画・運営員
　　　　７名
令和 5年度受講者
　　　　80 名

収入 支出

ＳＫＹセンター支給運営資金 2,040,000
研修参加費（京料理賞味） 375,000
研修参加費（バス研修） 525,000
研修参加費（和菓子作り） 150,000
研修参加費（コース会） 300,000
預金利息

研修費 2,906,000
資料郵送代 54,000
資料コピー代 50,000
事務用品 30,000
人件費 350,000

合　　計 3,390,000 合　　計 3,390,000

余剰金
前年度繰越余剰金 627,276
本年度余剰金 0
次年度繰越余剰金 627,276

２．一般対象
　　　「運営員による、運営協力」
　　　　①歴彩・京都学コース
　　　　②アクティブシニアライフコース
　　　　③健康・スポーツコース
　　　　④スマホコミュニティコース
　　　　⑤自然体験コース

運営員 11 名
令和５年度受講者
　①　200 名
　②　 40 名
　③　 50 名
　④　 50 名
　⑤　 40 名
　合計380 名

会員業務 １．会員募集
２．会員の入会・退会管理、会員名簿の作成・管理
３．会員宛通達文書・連絡文書の発送

令和５年度会員
　目標350 名
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令和５年度　収支予算
 自　令和５年４月１日
 至　令和６年３月31日

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　　目 前年度予算 前年度実績 今年度予算 摘　　　要

会 費 収 入 660,000 680,000 700,000 令和５年度年会費

事業負担金収入 2,400,000 1,541,000 1,500,000 バス見学研修旅行参加費　年３回　

雑 収 入 0 6 0 普通預金利息

前年度繰越金 367,403 367,403 579,149

収 入 合 計 3,427,403 2,588,409 2,779,149

〈支出の部〉
科　　　目 前年度予算 前年度実績 今年度予算 摘　　　要

事 業 費 2,680,000 1,561,480 1,780,000

バス見学研修費 2,400,000 1,343,248 1,500,000 バス研修旅行費用　年３回

会 誌 発 行 費 150,000 163,680 160,000 会誌「ざんぐり」発行費用　年４回　

歩 こ う 会 経 費 30,000 12,387 20,000 団体活動経費等

地域美化活動費 30,000 17,905 20,000 地域美化活動経費等

講 演 会 費 50,000 24,260 60,000 同窓研講座、セミナー等

SKYフェスティバ ル関係費 20,000 0 20,000 SKYフェスティバル出展経費

会 議 費 170,000 202,030 200,000

総 会 費 100,000 79,320 100,000 会場費、総会出欠返信用はがき、講師謝礼

そ の 他 会 議 費 70,000 122,710 100,000 理事会等会議室使用料、福祉行事保険料

管理運営費 290,000 245,750 300,000

通 信 運 搬 費 120,000 88,775 120,000 会誌・行事案内等発送費、郵便代

支 払 手 数 料 50,000 45,565 50,000 郵便振替払込手数料（会費）

消 耗 品 費 40,000 39,930 40,000 発送用封筒、宛名ラベル、事務用品等

印 刷 費 50,000 65,480 60,000 印刷機・コピー機使用料

雑 費 10,000 6,000 10,000 会計監査会場費等　

予 備 費 20,000 0 20,000

支 出 合 計 3,140,000 2,009,260 2,280,000

次年度繰越金 287,403 579,149 499,149
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通常総会講演会　2023年４月21日

「明治維新・京都の明暗～廃仏毀釈後の近代化に迫る～」を聞いて「明治維新・京都の明暗～廃仏毀釈後の近代化に迫る～」を聞いて
 寺田　泰三

明治維新。京都は衰退の危機をどう乗り
切ったのか。SKY大学同窓研修会の総会後、
嵯峨の正覚寺住職で大正大学招聘教授、鵜飼
秀徳氏が「明治維新・京都の明暗~廃仏毀釈
後の近代化に迫る~」と題して講演。先人の
偉業を振り返った。
明治維新後、天皇が東京に奠都。冷泉家を
残して公家と御所出入りの商家の多くが東京
へ移り、江戸末期35万人だった京都の人口が
数年で20万人に激減したから、「どうする京
都」となったのは当然だった。
危機対応の要はやはり人。鵜飼氏は二代目
知事、槇村正直が上知令でお寺から召し上げ
た土地を活用して新京極通りなどの都市改
造、学校など公共施設整備を行う一方、元会
津藩士で京都府の勧業御用係になった山本覚
馬の策などをもとに産業振興を展開。招請し
たドイツ人ワグネル博士が新しく設置した舎
密局で化学、工業技術を教え、ガラス、染色
など各種工業製品の製造業を育てたことを紹
介した。ちなみに、ワグネル博士の立派な顕
彰碑が岡崎にある。
また、仏具商だった島津源蔵（島津製作所
創始者）は自ら舎密局で理化学の技術を学び
学校の理化教材分野に進出。さらに蓄電池を
発明、この蓄電池が日露戦争での日本の勝利
に貢献したことにも言及した。
さらに三代目京都府知事、北垣国道は当時
21歳の田邊朔朗を工事の主任技師に迎え琵琶
湖疎水事業とそれを活用した水力発電事業を
完遂。日本初の路面電車を走らせたことなど、
明治初期の産業振興を俯瞰した。
一方、鵜飼氏は、西陣にあった正覚寺が約
70年前に嵯峨に移った経緯と、新しい場所が
天龍寺の元境内地だったことを紹介。その土
地が明治の上知令で天龍寺から切り離された

ことを取り上げ、明治維新の廃仏毀釈と上知
令についても話した。
徳川幕府は寺請制度で統治システムを構築
していたが、明治新政府は混在していた仏教
寺院と神道を分離し、国家神道を強めるため
神仏分離令を発布。京都では槇村正直知事が
神仏分離と上知令を推進。江戸時代と今の京
都の景色が全く違うと鵜飼氏。今も門前町な
どと呼ばれる地名はかって広大だったお寺の
敷地を示すキーワードと指摘した。私たちが
目にする今の京都が江戸時代の京都の景色の
ように思いがちだが、江戸時代の古地図を見
て街歩きするのもおもしろいかも。

ところで、講演のあと厚生労働省の国立社

会保障・人口問題研究所が、2070年に日本の

総人口は8700万人と今より３割減少、生産年

齢人口は４割減って高齢化率は38.7%になる

と発表した。明治維新後の京都のような急激

な人口減少ではないが、社会そのものが衰退

する危機だ。観光客が多くてバスに乗れない

から、運転手がいないのでバスが来ない時代

になるかも。その事態に向かって京都もまた

また「どうする」と問われる。明治維新で活

躍した人たちに劣らぬ人材と、未來技術を取

り込み京都を活性化できるか。講演に重ねて

そんなことを考える。
（寺田さんは本通常総会で理事・研修講座担当を退

任されました。本当に有難うございました。今後とも

同窓研修会活動へのご支援をよろしくお願い申し上げ

ます）
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春のウォーキング　2023年３月30日

伏見ウォークを楽しんで、思ったこと伏見ウォークを楽しんで、思ったこと
 原田 泉

主人の転勤の関係で、伏見に暮らして早８
年が過ぎた。子供達も大きくなってきて、子
離れもだんだん見えてきた。シニア大学に参
加して今年で３年目になる。色々な面白い企
画に出会えて感謝な日々だ。

さて、今回は長らく住んでいるが、あまり
行ってみた事がない、伏見散策に参加してみ
た。今回は桜が満開の時期なので、伏見港公
園を歩くのは楽しみだ。
コロナ禍が始まる前は京都中のパン祭り
や、地元ならではのお酒関係のイベントで賑
わっていた場所が、今は人影もなく、桜も満
開なのに、勿体ない。今は隠れた穴場スポッ
トだ。
三栖閘門の資料館には入ったことがなかっ
たが、中で水の調整の模型を見たり、詳しい
解説を聞くと、知らない事ばかりで、本当に

来て良かったと思った。何よりも、三栖閘門
は昭和29年に国の威信をかけた一大プロジェ
クトとして作られたのに、たった11年の稼働
で使われなくなってしまったという事。私は
濠川と宇治川の水位の調整で今も実際に活躍
しているものと思い込んでいただけに、残念
な感じがしてしまう。
三栖閘門資料館から桜スポットで有名な

「出会い橋」に向かうと、沢山の観光客、特
に十石船の川面の写真を撮ろうとカメラを構
えてる人の多い事に驚く。以前には見られな
かった光景だ。
大手筋に向かう途中、坂本龍馬の避難した
材木小屋の碑が見られ、龍馬の時代を偲んだ
り、月桂冠や齋藤酒造の酒蔵の並んだ町並みは
本当に惚れ惚れする風景。長建寺の趣ある寺の
中に入ったり、いつもは行かない風景を堪能で
きた。詳しい地図
も分かりやすかっ
たし、説明されて、
改めて「そうなの
か」と由来が聞け
て、学べる事が多
かった。また、い
ろんな企画に参加
したいと思う。
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１，サーソー近辺
最北東地域のサーソー周辺では、イギリス最北
端のダンネット岬、北東端のダンカンズビー、ど
ちらも断崖絶壁が続く海岸線上にあります。ダン
カンズビーの西にジョン・オ・グローツという向
かいのオオクニー諸島行きのフェリー乗り場が有
ります。ここには珍しく土産物、焼き物、ろうそ
く工芸品、刺繍等の店が並んでいます。　
隣町のウイックには最北端の蒸留所オールドプル

トニー、工芸ガラス工場、またエジンバラ方面に行
く飛行場が有ります。この飛行場は飛行機を誘導す
る管制が有りません。離着陸は操縦士の腕一つ、霧
や視界不良があれば飛行機は来ないのです。

２，A9（国道）周辺
Ａ９はサーソー～インヴァネスを結ぶ主要道路
で約100マイルの距離があり、途中には小さな町
が点在します。
ヘルムスデールには
漁港が有ります。近海
で採れた魚介類を食べ
させてくれるレストラ
ンが有名で、カニ、エ
ビ、貝、魚・・新鮮な
ものがいただけます。
ブローラにはクライネリッシュ醸造所が有りま
す。有料ですが工場内をじっくりと案内し、最後
にシングルモルトを試飲させてくれます。
ゴルスピーはダンロビン城が有ります。Ａ９か

ら高い並木の道を抜
けると正面にお城が
立っています。こち
らの城主はサーソー
方面に通じる鉄道の
施設に貢献したとの
ことで、城のそばに
駅が設置されている

とのことです。
内部に入ると、様々な部屋と家具、装飾品などを
じっくり見学できます、写真撮影禁止の注意書きが
有りましたが、監視のおばさんに写真を撮らせてと
頼んだら、おばさんはウインクをして顔を向こうに
向けてくれたので、そっと撮影できました。
お城の広い庭園も見ごたえがあります。
受付にいた女性が印象的だったので、ここでも
写真を撮らせてと頼んだところ、「私？」といっ
て撮影させてくれました。

テインは焼き物の工場が有ります。スコットラ
ンドの国花のアザミを描いた食器を中心に製造販
売をしています。こちらの作業場は見学できます。

投稿　

スコットランドへのお誘い（その３）スコットランドへのお誘い（その３）
ハイランド地方の見どころハイランド地方の見どころ

 理事　小島　哲三

サ
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ー
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Ａ
９
周
辺

コーダ城

ジョン・オ・グローツ

クライネリッシュ醸造所
ダンロビン城の
受付さん

ウイック飛行場

ヘルムスデールで魚介料理

ダンロビン城の一室
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３，インヴァネス近辺
インヴァネスは人口が６万人程で、ハイランド
の中核都市です。名前のインヴァネスはネス川の
河口という意味だそうです。交通の要衝になって
いて、空港はロンドンをはじめ各都市の間で航空
便が有ります。列車はスコットランドの各都市を
結びロンドンへは昼夜各一本の直通列車が発着し
ています。街の中心にはマークス&スペンサーを
中核にしたショッピングモールや商店街が有って
にぎわっています。サーソーに住んでいて、改まっ
た買い物はこちらまで来られるようです。

インヴァネス周辺
の最初の見どころは
ネス湖です。街の南
方向にあって車で30
分ほど走ると、ネス
湖の中ほどで観光の
中心になっている
アーカート城に着き
ます。ここは高台に

なっていてネス湖を展望できると同時に中世の戦
いに敗れて廃城となった建物の残骸などが見学で
きます。人影のない湖とわびしいたたずまいの廃
城の雰囲気から、あの伝説のネッシーが生まれた
のでしょうか。近くにはネス湖の博物館がありま
した。
アビモアは国立公園にあるリゾート地です。夏
休みは訪れる人が多くホテルやレストランが並ん
でいます。SLによる観光鉄道が運転されていて、
家族客でにぎわっていました。

コーダ城はシェークスピアの戯曲「マクベス」
の舞台になったお城だそうです。そう大きな城で
はないですが、今も城主が住んでいるとの事。よ
く手入れされた庭がきれいでした。
※以上、紙面の都合で概要を紹介しました。

４，ハイランドへ行かれる方へ　
ハイランドは大都市間を除いて公共交通網が十
分ではありません。個人で旅行される方は、レン
タカー等を利用して、自前で行動してください。
日本と同じく車は左通行で運転は安心です。但し
オートマ車とは限りませんので御注意。ホテルは
小規模ですが各街にあります。またこちらには民
宿に当たるB&B（ベッド&ブレックファスト）が
多数あります。プチホテル風、割安料金で利用で
き、待遇はホテルと同等です。
スコットランドへ行かれたら、首都のエジンバ
ラを訪ねられるでしょう。エジンバラ城、故エリ
ザベス女王が夏を過ごされたホリールード等の宮
殿があって中世の雰囲気が漂う都会です。「ハリー
ポッター」で有名なロンドン、キングスクロス駅
から多数の列車が結んでいます。もちろん飛行機
の便も多く、国内以外にヨーロッパ主要都市と結
ぶ便もあります。エジンバラ空港の入国審査は簡
単で、ロンドンのようにうるさいチェックは経験
しませんでした。
訪れた人を静かにやさしく包み込んでくれる雰
囲気、そんなハイランドを一度ゆっくりと旅しま
せんか。お土産にはシングルモルトウイスキーや
タータンチェックの毛織物が人気です。ただス
コットランドの旅は長い歴史に育まれた街や施
設、ありのままの自然をじっくりと味わうのが第
一でしょう。

５，終わりに
スコットランド、サーソーにほぼ２年間にわた
り仕事で行き来を繰り返しました。こちらでの滞
在は荒涼としたありのままの自然、街中の雰囲
気、暮らし方のどれもが印象深いものでした。ま
たどこを見ても歴史や地域に根差した環境が維持
され、奇抜なあるいは違和感のある建物、施設は
見当たりません。さらに公共の施設、個々の住居
は古くてもきっちりと手入れされています。家の
価値は年代が古いほど高くなるという話もありま
した、日本とは意識が異なるようです。そうそう
本命の仕事はきちっと完了させましたよ。（完）

インヴァネス市街

ネス湖とアーカート城 アビモアの保存鉄道

コーダ城

エジンバラ
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事 務 局 だ よ り
行事予定

第１回
開催日：令和５年７月３日（月）
場　所：京都テルサホール
演　題：禅のこころ
講　師： 横田南嶺先生 

（臨済宗円覚寺派管長・
 花園大学総長）

第２回
開催日：令和５年９月11日（月）
場　所：京都テルサホール
演　題：定年後の遊び方
 ～心理学からのアプローチ
講　師： 赤井誠生先生 

（大阪大学名誉教授）

ミニ講座　ふれあいサイエンス
開催日：令和５年10月６日（金）　９時30分～12時
場　所：京都市青少年科学センター

（詳細は次号ざんぐりでご案内します）

共催講演会

（詳細は別紙を参照してください）

京都見聞・こぼれ話
第８号「京のお茶漬け」をお届けします。

次号「ざんぐり」（113号）の予定
発行日：令和５年９月15日（金）

　「ざんぐり」は同窓研修会会員の機関誌です。自由にどしどし投稿してください。

（ 14 ）

1994年発行の「第２号」に掲載された文面を掲載します。

「ざんぐり」とは、ナゾめいた名称ですが、れっきとした「京ことば」です。
井ノ口有一、堀井令以知　共著『分類京都語辞典』（東京堂出版）によりますと、

「風雅にあか抜けていて、自然な感じがあること。京都・西陣織などの鑑賞用語」
とあります。
「同窓研の会誌、なかなか　ざんぐり　しているな・・・」と言われるようにし
たいものです。

「ざんぐり」とは？


